
旧高野家住宅 （甘草屋敷） 

高野家が幕府御用の甘草を長く栽培、上納していたことで
見事な切妻造の屋敷は「甘草屋敷」と呼ばれ、当時のままの威風を極める

山梨県 / 甲州市

　旧高野家住宅は、八代将軍徳川吉宗の時代に薬用植物の甘草
（かんぞう）を栽培して幕府に納めていたことから「甘草屋敷」と
呼ばれ、建物より当時の栄華を感じとれる。
　屋敷は江戸時代後期の建築と考えられ、桁行13間半
（24.8m）梁間6間（10.9m）あり、屋根は大棟を東西に通した
切妻造、茅葺型銅板葺（昭和35年の修理で茅葺から銅板葺に改
変）で、南面中央部に2段の突き上げ屋根を設けた大型民家。屋
根を支える柱は高く棟まで通る棟持柱で、これに梁を重ねて渡し

右：座敷　中座敷、奥座敷、納戸、仏間の4室が
田の字型に配置。仏間は来客があった時、仏壇
を隠して床の間に変更できるよう工夫されてい
る。

■ 名　　称 ： 旧高野家住宅

■ 年　　代 ： 江戸時代後期（19世紀初頭）

■ 建築様式 ： 木造、切妻造

■ 指　　定 ： 昭和28年3月 国指定重要文化財（1953年）

■ 営業時間 ： 9：00～16：30

■ 休 館 日 ： 火曜日、年末年始（12月28日～1月4日　

■ 入 館 料 ： 大人310円、子供200円

■ 所 在 地 ： 山梨県甲州市塩山上於曽1651番地15  

■ 電話番号 ： 0553-33-5910

URL：https://www.city.koshu.yamanashi.jp/map/info/2021011400298/

た間に見せ貫を通し漆喰塗とした妻璧の構造は、甲州地方独特
の優れた美観となっている。平成8年7月に旧高野家住宅の附属
屋五棟（巽蔵・馬屋・東門・文庫蔵・小屋）が、附（つけたり）指定の
三棟（地実棚・裏門・座敷門）および宅地と共に、重要文化財の追
加指定を受けた。現在「薬草の花咲く歴史の公園」として、修理が
完了した建造物と共に一般公開している。　毎年2月～4月の
間、えんざん桃源郷「ひな飾りと桃の花まつり」が旧高野家住宅
を中心に開催、享保雛などの貴重な雛飾りが展示される。

旧高野家住宅 
（甘草屋敷）
旧高野家住宅 
（甘草屋敷）
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Text by Toshiharu Itsubo   March.2023

昨年の大晦日。紅白歌合戦でキャンディーズの蘭ちゃんが『もうす

ぐ春ですね♪』て歌っておりましたが実際にもうすぐ春ですねていう

季節になりました。

この故郷飯田でも春の訪れとともに、あちこちで色鮮やかな美しい

風景が毎年私たちの心を和ませてくれます。その春の主役とも言え

るのが、これから咲き誇るであろう桜の花。多くの人が心を奪われる

存在なのではないでしょうか。短命の桜は儚さと美しさが交差する日

本の象徴的な花であり、春の訪れを知らせる儀式のような存在です。

春の行事、卒業式や入学式などの想い出などとも絡むと、桜が『あれ

から何度目の春』なんていう想い出のトリガーなんて方もいらっしゃ

るのではないでしょうか。美しいですね。私にとっての桜は2010年に

他界した父を思い出すトリガーになっています。

1つ目は、母親が飾っている生前最後の父の写真が写真下部にマ

ジックで“2010年の春桜並木の前で”と書かれた写真で、この写真

を見ては母が『これから3ヶ月後には、もうお父さんがおらんのだで

な…』と繰り返していたからです。

そして2つ目は、2009年の弊社の安全大会に講師で来てくれてい

た高橋先生を宿泊先のホテルに送っていきながら満開の桜並木を

我が庭のように車で自慢げに走り先生が感動されて嬉しかったのも

あってか、帰りに更にもう一周走り私が『もういいら』て言うと、『こん

なきれいな桜は俺はあと何回も見れんかも知らんからな～』と言って

いた事を思い出すのです。

　人の生命と桜の花、それぞれが織りなす時間の美しさに心が触れ

られます。生命は儚く、しかし同時に輝かしく、一度きりの煌めきを持

っています。桜の花もまた、春に咲き誇り、風に舞い散る姿はまるで

瞬間の美の象徴で、人の生命は季節のように移り変わり、その中で

出会う悲喜こもごもが色濃く刻ま

れます。まるで桜の花がひらひら

と舞い散りながら、風に揺れて春

の訪れを告げているかのように、

人生もまた喜びや悲しみを織り

交ぜて進んでいく。桜の花は短い

ながらも、その美しさは心に深く刻まれます。同様に、人の生命も限ら

れた時間の中で輝き、その存在が周りに優美な影響を与えます。生

まれてくる喜びや別れの悲しみ、それら全てが人生の花びらのよう

に美しい瞬間となるからです。

そして、桜の花は散ることで新たな命が芽吹くように、人の生命も

終わりを迎えることで新たな循環が始まります。その繰り返しの中

で、生命と桜の花は互いに影響し合い、共鳴しながら美しい調和を

奏でるのだと思います。

私の中で悲しかった桜も、いまでは温かく優しい桜。

あの夜、父と見上げた桜です。

オヤジの心根に少しは近づいているのでしょうか？

人は桜の花のように、自らの存在を通して周りに優しさや美しさを

広げることができます。

生命と桜の花、その両者が共に奏でる調べは、時の中で深く心に

響き、永遠の美しさを感じさせてくれます。

井坪 寿晴
㈲井坪工務店代表取締役社長
趣味は運動と読書。
上達しない写真。
最近のMyブームは音楽鑑賞。
美しい音楽に心が癒されます。

年末に奥歯の詰め物が取れて、思ったように食べられず食べ過ぎの
防止にはなりましたが、６日に待望の歯科へ。先生がチャチャっと
応急処置して下さりものが食べられるようになりました。健康な歯
の大切さを痛感した年明けになりました。メンテは大事ですね。

桜の春

●HPにて「社長のブログ」を日々更新中！ぜひご覧下さい。
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ご感想はWEB・
巻末ハガキでも
ご記入が可能です。
素敵なプレゼントが
当たるかも！
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“Creating our HOME is Fun!”・・・　　　　　  　　　　　　　  　　　　・・・

「家は〇〇の場」
〜 断捨離で外せる？！心の覆い 〜

「開かずの間」を娘の部屋にするために絵本1,100冊を
断捨離した密着取材が2017年第一回「ウチ、断捨離
しました!」(BS朝日、2時間スペシャル)で放送され、反
響を呼んだ。2019年1月より、やましたひでこ公認の断
捨離®トレーナーとして活動中。

● BLOG　http://ameblo.jp/7doors-cool/   
● HP https://danshari-windoor.com          

Teacher

やましたひでこ公認
断捨離®トレーナーの

三島理恵です。

冷
ん
や
り
と
し
た
寒
さ
の
中
に
も
、少
し
ず
つ
春
の

足
音
が
聞
こ
え
て
く
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
時

期
は
、窓
を
開
け
放
し
て
、お
掃
除
に
良
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
も
あ
り
ま
す
ね
＾^

「
お
掃
除
」と
い
え
ば
、断
捨
離
®
提
唱
者
や
ま
し

た
ひ
で
こ
著
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
の
本
の
、最
初

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
文
が
「
弘
法
大
師
空
海
」様

の
お
言
葉
。

こ
れ
は
、「
空
海
密
教
」の
難
し
い
教
え
を
「
現
代
人

を
救
う
空
海
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」と
し
て
わ
か
り

や
す
く
綴
ら
れ
た
言
葉
で
す
。空
海
様
が
こ
ん
な
風

に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
す
ね
！？
そ
し
て
、

こ
の
２
点
は
断
捨
離
で
も
、と
て
も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

書
籍
『
心
を
洗
う
断
捨
離
と
空
海
』に
は
、や
ま
し

た
ひ
で
こ
の
学
生
時
代
か
ら
、段
階
を
経
て
断
捨

離
を
人
々
に
伝
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
の
、偶

然
と
必
然
が
「
結
ぶ
ご
縁
」に
つ
い
て
諸
々
書
か
れ

て
い
ま
す
。数
十
年
前
の
高
野
山
の
地
で
「
日
常
の

生
活
空
間
を
、宿
坊
の
よ
う
に
」と
閃
い
た
瞬
間
の

臨
場
感
は
、本
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
迫
っ
て
来
ま

す
。高
野
山
の
地
は
断
捨
離
の
原
点
と
も
言
わ
れ

る
所
以
で
す
。ヨ
ガ
・
身
体
と
心
理
・
合
気
道
・
密

教
と
の
関
連
も
し
っ
か
り
書
か
れ
て
い
る
本
な
の

で
、ご
興
味
が
湧
い
た
方
に
は
ぜ
ひ
お
す
す
め
の
一

冊
で
す
。

断
捨
離
が
き
っ
か
け
で
私
も
高
野
山
へ
行
き
、言

葉
に
し
難
い〝
空
気
感
〞に
惹
か
れ
て
、こ
の
５
年

間
で
７
度
訪
れ
ま
し
た
。

「
美
し
い
も
の
を
中
心
に
置
く
」

﹁
美
し
い
も
の
を
中
心
に
置
く
﹂

見
る
も
の
�
聞
く
も
の
�
触
れ
る
も
の
が
�

自
分
を
つ
く
�
て
い
き
ま
す
�

あ
な
た
が
心
を
奪
わ
れ
る
も
の
�

美
し
い
と
思
う
も
の
を

生
活
の
中
心
に
置
き
ま
し
�
う
�

散
ら
か
し
�
ぱ
な
し
の
乱
雑
な
暮
ら
し
が
�

あ
な
た
自
身
を
だ
ら
し
な
い

人
間
に
す
る
だ
け
�

今
す
ぐ
片
づ
け
て
掃
除
を
し
ま
し
�
う
�

﹃
性
霊
集
﹄

︵
松
永
修
岳
﹃
心
訳
・
空
海
の
言
葉
﹄
よ
り
︶

し
ょ
う
り
ょ
う
し
ゅ
う

『心を洗う断捨離と空海』
やましたひでこ・
永田良一　共著（かざひの文庫）

宿
坊
で
の
早
朝
勤
行
で
爽
快
に
な
り
、精
進
料
理

で
お
腹
も
喜
び
、そ
の
地
に
身
を
置
く
こ
と
で
全

身
の
細
胞
が
鎮
ま
る
心
地
が
し
ま
す
。

昨
年
は
空
海
御
誕
生
1
2
5
0
年
記
念
の
年
で
も

あ
り
、お
生
ま
れ
の
地
と
言
わ
れ
る
「
香
川
県
善

通
寺
」に
も
行
っ
て
来
ま
し
た
。

・
モ
ノ
が
散
乱
し
て
い
る
と
掃
除
の
前
に
ど
か

さ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、ま
ず
先
に「
片
づ

け
」（
量
を
減
ら
す
）。 

・
片
づ
け
て
掃
除
を
し
て
ス
ッ
キ
リ
す
る
の
み
な

ら
ず
、同
時
に
暮
ら
し（
人
生
）全
体
に「
美
意

識
」を
持
つ
。

空
海 

と 

断
捨
離

「
宿
坊
」と
い
う
空
間

高野山の二大聖地の一つ
「壇上伽藍・根本大塔」

壮大さに圧倒された
善通寺五重塔

二大聖地の一つ
「奥の院・一の橋」のそばで

空

　海

心
の
中
と
身
の
回
り
の
環
境
は
表

裏
一
体
で
あ
る

断
捨
離

モ
ノ
は「
今
の
私
」を
映
し
出
す
、空

間
は「
今
の
私
」を
物
語
る

遠
い
歴
史
上
の
人
物
だ
っ
た
弘
法
大
師
が
、今
も
こ

ん
な
に
も
多
く
の
人
々
か
ら
「
お
大
師
様
」と
呼

ば
れ
て
慕
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
、

1
2
0
0
年
前
と
現
在
が
ひ
と
つ
で
あ
る
か
の
よ

う
な
、共
通
す
る
ふ
た
つ
の
考
え
方
に
も
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

ひ
と
つ
め
は
空
海
の
考
え
方
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
も
の
で
、ふ
た
つ
め
は
や
ま
し
た
ひ
で
こ
が
多
く

の
方
の
お
宅
の
断
捨
離
に
実
際
に
関
わ
っ
て
出
て

き
た
言
葉
で
す
。

こ
れ
ま
で
十
数
ヶ
寺
の

宿
坊
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、い
つ
も

モ
ノ
は
少
な
い
の
に
十

分
満
た
さ
れ
、心
地
よ

い
。右
の
空
海
の
言
葉

に
あ
る
よ
う
に
「
心
の

中
と
身
の
回
り
の
環

境
は
表
裏
一
体
」、日
頃

か
ら
我
が
家
で
も
同

じ
心
地
で
い
た
い
と
思

う
の
で
す
。

●モノで溢れた環境は心を
　映し出す鏡
●その「覆い」は本当に必要？
●モノに向き合い、捨てられない
　理由に向き合えば、
　自分が見えてくる
●断捨離で得よう「深呼吸」空間

今
号
の
ま
と
め

【
今
号
の
実
践
】 

家
の
中
に
あ
る「
覆
い
」＝

心
の
覆
い
！？

あ
る
断
捨
離
実
践
者
の

方
の
気
づ
き

その

1何
気
な
く
掛
け
て
い
た
布
。小
物
入
れ

や
棚
を
カ
フ
ェ
カ
ー
テ
ン
で
覆
っ
て
い

ま
し
た
。

断
捨
離
に
取
り
組
み
、モ
ノ
一
つ
一
つ
を
見

て
行
く
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
手
放
す
こ
と
に
。

モ
ノ
が
な
く
な
り
布
も
不
要
と
な
っ
た
後
、続
い

て
い
た
子
育
て
の
悩
み
か
ら
解
放
さ
れ
た
そ
う
。

布
で
覆
い
隠
し
て
い
た
の
は
「
我
が
子
が
思
い
通

り
に
な
ら
な
い
！
」と
い
う
気
持
ち
が
張
り
付
い
た

モ
ノ
達
だ
っ
た
と
気
づ
か
れ
ま
し
た
。

今
で
は
、「
あ
の
頃
、何
を
隠
し
た
か
っ
た
の
だ
ろ

う
？
」と
笑
い
な
が
ら
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

以
上
、み
っ
つ
の
実
践
例
で
し
た
。今
号
で
は
、

空
海
の
言
葉「
身
の
回
り
の
環
境
」と「
心
の
中
」

は
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
。

断
捨
離
実
践
で
わ
か
る「
モ
ノ
と
空
間
が
教
え
て

く
れ
る
自
分
自
身
」。

を
土
台
に
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
で
は
最
後
に
、我
が
家
は「
ど
ん
な
空
間
」で

あ
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

癒
し
、労
い
、応
援
、安
全
、憩
い
、寛
ぎ
、安
心
・・・

刺
激
、元
気
、充
電
・・・

も
っ
と
も
っ
と
、人
そ
れ
ぞ
れ
に
色
々
言
葉
が
あ

り
そ
う
で
す
ね
。

断
捨
離
で
は
、家
は「
呼
吸
」空
間
で
あ
る
か
ど

う
か
、と
て
も
大
事
に
し
ま
す
。

自
然
に
深
呼
吸
し
た
く
な
る
場
、深
い
呼
吸
を
思

い
出
せ
る
場
。

あ
な
た
な
ら
、ど
ん
な
言
葉
を
入
れ
ま
す
か
？

「
家
は
〇
〇
の
場
」

「旅館との違い」を考えてみるのも面白い

Before
「
心
の
重
苦
し
さ
」が

消
え
て
涙
し
た
例

その

2
キ
ッ
チ
ン
タ
イ
ル
全
面
に
貼
っ
た
「
汚
れ
防
止
の

三
枚
重
ね
の
透
明
シ
ー
ト
」だ
っ
た
が
、熱
や
油

で
均
等
に
剥
が
れ
ず
、イ
ラ
イ
ラ
・
ス
ト
レ
ス
の

元
に
。多
忙
だ
か
ら
と
ず
っ
と
放
置
し
て
い
た
が
、

あ
る
時
、必
死
に
な
っ
て
油
ま
み
れ
の
シ
ー
ト
を

全
て
剥
が
し
た
。無
心
で
や
り
終
え
た
時
に
な
に

よ
り
も
「
心
の
辺
り
」が
ク
リ
ア
で
軽
く
、涙
が

止
ま
ら
ず
。以
来
「
都
度
拭
き
」を
習
慣
に
し
、覆

い
は
不
要
と
な
っ
た
。

After
「
カ
ー
テ
ン
の
と
ら
え

  

か
た
」大
変
化
の
例

その

3
「
窓
」が
あ
る
の
に
積
み
上
げ
た
モ
ノ
で
覆
わ
れ

て
年
中
閉
じ
た
ま
ま
。暗
く
ジ
メ
ジ
メ
し
て
モ
ノ

に
「
乗
っ
取
ら
れ
」た
空
間
だ
っ
た
部
屋
。「
心
」も

鬱
々
と
し
て
い
た
が
、大
断
捨
離
を
し
て
本
来
の

「
窓
」が
出
現
。以
前
「
カ
ー
テ
ン
＝
た
だ
の
幕
」

で
し
か
な
か
っ
た
が
、心
を
こ
め
て
選
ん
だ
新
し

い
カ
ー
テ
ン
を
掛
け
直
す
。風
に
揺
れ
る
と
「
窓

の
ド
レ
ス
」の
よ
う
。朝
と
晩
の
開
け
閉
め
だ
け

で
、日
々
の
気
分
が
ア
ッ
プ
。

After
カーテンを開けると・・・？

カフェカーテンで
覆っていたモノがな
くなり棚自体も断捨
離した結果、広々空
間になった「アフ
ター」写真。



01広々と暮らしやすい
和風住宅

こだわりの最新事例を随時掲載。当社の家づくりが分かります

施工事例集
O様邸

イメージに合いました

　両親と同居する話になり、今までの家も築年数

が結構経っていたので、同居を機に建替えようと

なり、建替えでの新築となりました。

　もともと、純和風の家をつくりたいという想いが

あり、インターネットでいろんな会社のホームペー

ジなどを見て、何社か候補を絞り、それらの住宅

展示場を見て回りました。

　その中で井坪工務店さんの展示場を見た感じ

が、自分たちのイメージと一番近かった為、井坪工

務店さんにお願いする事になりました。一番の決

め手は住宅展示場を拝見した際に、井坪工務店さ

んの展示場には私たちがイメージする昔ながらの

和室があり、そのような和室を望んでいたので、そ

れが一番の決め手でした。

「実家」らしい家

　新築するにあたりこだわった点はいくつもあり

ますが、一番は二間続きの座敷をつくる事です。

親との同居もあり、それぞれの希望を出し合う中

で純和風を感じる座敷が欲しかったですし、家の

外観も和風住宅にしていく事に一番こだわりまし

た。玄関も広 と々した「和」を感じる玄関にしてく

れました。実際に住んでみてとても過ごしやすい

です。いわゆる「実家」としてイメージする家って、

木造で柱が見えていて、和室があって、風通しが

良くて、親族が一堂に集まれるような家って思う

んです。まさにそんな家が出来たと思っており、満

足しています。

　二世帯住宅にしたので、親世帯は1階の居間、

子世帯は2階のLDKで過ごすことが多いのです。

互いのプライバシーを配慮しつつ、のんびりと過

ごせるのも良かったと思います。2階のLDKには

以前より趣味で所有していたオーディオを置いて

いるのですが、それらの趣味的なものも二世帯住

宅にした為に出来たことかと思います。

　作っていただいた濡れ縁は洗濯物を干したり、

庭を通って畑へ行く時の通り道になったり、ちょっ

とした休憩をしたりと使わせてもらっております。

これもイメージする実家感を演出してくれている

なと感じますし、親のお気に入りのエリアの一つと

なっています。

外観にも木ルーバーを使用し和風の外
観を演出しました

子世帯２階のＬＤＫ。日の光が多く取り入れる事が出来ます

広く使いやすい洗面化粧台を造ってもらいました

広く「和」を感じる玄関にしました

和風住宅には欠かせないお座敷。お気に入りの空間です

床の間・書院とまさに純和風 洗濯物を干したり、畑への通り道、休憩所としても使える濡れ縁です Ｌ型のキッチン。収納量もあり使い勝手がいいです

二間続きの座敷の
欄間デザインもgood!
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ご感想はWEB・
巻末ハガキでも
ご記入が可能です。
素敵なプレゼントが
当たるかも！



02スローライフを
満喫する住まい

施主様のこだわりがいっぱい詰まった施工事例を、厳選してお届けします

COVACOと出会い工務店と出会い

　天竜川ワインバレーというエリアにおいてワイン

用のブドウを栽培しようと思い、ここ南信州への移

住を決意しました。テロワール（気候風土を活かし

たワイン作りのようなもの）にこだわったブドウ作り

をしたくて、ブドウ畑を家の横に作れる環境を探し

ました。

　もともと東京に住んでおり、東京でBinOの建物

を知り、商品を見ている中でCOVACOが気に入っ

た為、南信州でBinOの建物を建てられている井坪

工務店さんへ依頼させていただきました。

　井坪工務店さんを知ったのもBinOを調べだし

てからでした。

ぶどう畑と共に在る暮らし

　畑に隣接して家をつくりたかったので、畑との動

線、家からの眺め、日当たりなどを考慮して計画し

ました。また、私はとても寒がりなので家の断熱性

能は高くしてもらい、標準仕様よりも断熱性能の高

い窓に変更してもらったりしました。LDKの窓の前

にソファを置いて窓の外が眺められるように家具を

配置しているのですが、そのソファに座っている時

が一番心安らぐリラックスできる時間です。LDKで

のんびりゴロゴロとしている時も家を建てて良かっ

たなーと感じますが、畑作業をしながら家の方を

眺める時も嬉しい気分になります。

　また畑作業の合間にウッドデッキへ腰かけてお

茶を飲んだりしている時間も好きです。

　今まで何度か引越しをしてきましたが、この家

は初めて入居した日からしっくりと来て「あぁ　ここ

は自分の家だ」と感じる事ができました。初日から

落ち着いて寝る事ができました。

　今まで使い込んできた家具をいくつかそのまま

で置きたいという要望も叶えていただき自分のお

気に入りの家具に囲まれて生活できる事にとても

満足しています

　今後ともよろしくお願い致します。

施工事例集
U様邸

畑と隣接するように家を配置しま
した

リビングの大開口の窓から
一望できる葡萄畑を見るのが
楽しみです

玄関前の広い庇は季節によって陽の光の取りいれ方が変わ
ります

窓に向けられ置いたソファ。畑を眺めたりリラックス出来ます

家具の配置も綺麗に考えてもらいました デッキ・ＬＤＫと一直線に繋がる大空間です

雨樋からの雨水を集めて利用できるように雨水タンクを設置

寒がりの私には冬の薪ストーブが欠か
せません
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寝室はシンプルに落ち着いた空間に

ご感想はWEB・
巻末ハガキでも
ご記入が可能です。
素敵なプレゼントが
当たるかも！
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橋都 空良
2023年入社

■WORK/大工工事全般
■父、母、兄、弟

Hashizume Sora

道具箱と工具

生まれ育った地で新たな一歩を踏み出した
大工への道。

工事部 ・ 大工

大工道具を持ち歩く際の道具箱。どの現場へ行くに
も一緒で相棒のような物です。

38Vol.

先輩からの
ひとこと

仕事の
マスト
アイテム

工事の進捗納まりを現場で職人と話し合います。

「ありがとう」の為に全力です。

挨拶、礼儀、仕事へ向かう姿勢がとても素晴らしいです。
これからの成長に期待しています。共に頑張りましょう！

原　耕生
工事部 大工棟梁

「
人
間
力
」
の
あ
る
大
工
を
目
指
し
て

高
校
卒
業
後
、専
門
学
校
で
一
年
間
学
び
昨
年
四
月

に
入
社
し
ま
し
た
。き
っ
か
け
は
、周
囲
か
ら
の
勧
め

も
あ
り
ま
し
た
が
、井
坪
工
務
店
は
自
社
大
工
職
人

に
こ
だ
わ
り
、大
工
を
育
成
す
る
環
境
が
整
っ
て
い

る
こ
と
。さ
ら
に
品
質
の
向
上
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

大
工
と
い
う
仕
事
は
、技
術
だ
け
で
な
く
品
質
に
も

こ
だ
わ
り
、「
人
間
力
」も
磨
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。こ
こ
に
は
自
分
が
理
想
と
し
て
い
る
大
工
の

仕
事・カ
タ
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は

井
坪
工
務
店
は
、社
員
の
人
柄
も
良
く
、先
輩
達
か
ら

丁
寧
な
指
導
を
し
て
も
ら
え
る
の
で
、楽
し
く
仕
事

が
出
来
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、教
わ
っ
た
こ
と
を

し
っ
か
り
と
活
か
し
、技
術
を
身
に
付
け
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
し
て
、丁
寧
で
正
確
な
仕
事
で
お
客
様
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」が
貰
え
る
大
工
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

仕事の付き合いでしか知らない彼が、
きまじめ一本に見える彼女が、
実はとっても楽しい一面を持っていた！
当社社員にスポットを当てて
その人となりをご紹介いたします。

大
工
の
世
界
は
、わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
。知
ら
な

い
こ
と
を
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
ず
、先
輩
に
質
問
を
し

て
す
ぐ
に
解
決
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。住
宅
を
造

る
上
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、一
生
に
一
度
の
大

き
な
買
い
物
を
さ
れ
る
お
客
様
の
た
め
に
も
、品
質

の
良
い
住
宅
、ま
た
長
期
に
渡
っ
て
そ
の
品
質
が
保
た

れ
る
よ
う
な
施
工
を
心
掛
け
る
こ
と
。入
社
し
て
ま

だ
一
年
で
す
が
、任
さ
れ
た
仕
事
を
ミ
ス
な
く
出
来
た

時
は
自
分
自
身
で
成
長
を
感
じ
、さ
ら
に
成
長
へ
の

意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。

自
分
の
成
長
が
や
り
が
い
に
繋
が
る
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ポケット人生ゲーム
人生山あり谷あり!目指せ億万長者!いつでもどこでも誰とでも遊べる！
「人生ゲーム」（8代目モデル）のポケット版です。
■発売元：（株）タカラトミー
※プレゼントの当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　

5名様

1月27日（土）に【第56期経営計画発表会】を開催致しました。
社長が掲げた「凡事徹底」を基に、全社員が一人ずつ目標を立
て登壇し発表しました。経営方針・スローガン、各個人の目標
を胸に、社員一同頑張ります。
第56期 井坪工務店もどうぞよろしくお願い致します。

第56期

経営計画発表会開催

ご予約は
コチラ

巻末ハガキは読者の皆様のご意見や要望をお聞きし、本誌作成の参考にするための大切な「ご
意見箱」のようなハガキです。またプレゼントの応募にも利用できますので、ご活用下さい。

プレゼント応募…プレゼントをご希望か否かを□にチェックを入れて下さい。
読者アンケート…面白かった記事の□にチェックを入れて下さい。
井坪の資料をお送りいたします…当社の資料がご希望の場合は□にチェックを入れて
お送り下さい。また、当社イベントに関し、参加をご希望の方は記入欄にお名前と電話
番号をご記入下さい。あらためて当社よりご連絡いたします。
お困りごと相談…お電話をするまででは無い事でも、気になっている事があればお
気軽に相談内容等をご記入の上、お送り下さい。

※個人情報保護法にもとづき、お客様の個人情報は厳重に保管、管理いたします
※当社では、お客様のお名前、ご住所などの個人情報は、目的以外には一切使用いたしません
※ご記入いただいた個人情報は、お客様の了承がを得た場合を除き、第三者に提供・開示いたしません

■巻末ハガキの使い方

●
●
●

●

当社の「今」をおとどけするホットなニュースレターコーナー
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